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論 文 内 容 の 要 旨

ブドウに少石灰式ボル ドー液を散布すると, 6月上中旬から7月上中旬にかけて, 新梢の基部葉が黄変

落葉する｡ その場合の葉のCu含量を測ると, 約 150ppm から異常を生じ 300ppm 以上では被害がいち

じるしい｡ また, 梅雨期になっても, 遮雨してあると異常はなく, 葉の Cu含量も低い｡

散布樹について経時的に菓分析すると, Cu含量の増加とは逆に肥料五要素とくにN 含量が減少し, こ

の傾向は新梢の基部に近い葉でほどはなはだしい｡ また, この低下するN の内容について調べると, 不溶

性Nの割合が低下し, 水溶性Nの割合が増大し, この関係は6月下旬から7月上旬にかけていっそう明ら

かとなる｡ さらに, 葉の DNA および RNA の含量をみると, 6月下旬以後には RNA が急減し, こ

の傾向は不溶性N 含量の変化とよく一致する｡

そこで, N 施用量の多少および新杓の摘心の有無と異常発生との関係をみると, 当初はN 施用量の多い

ほど, あるいは摘心してあると異常の発生は少ないが, 最終的にはその影響はほとんどみとめられない｡

他方, 散布葉の全 SH, 不溶性 SH, 可溶性 SHの含量, およびコ- ク酸脱水素酵素の活性をみると,

薬害の発生が急増する6 月下旬から7 月上旬にかけて, 並行的に葉のCu含量が増加するのに対して, 全

SH含量, コ- ク酸脱水素酵素の活性および葉組織の呼吸量は減少する｡

ただしこの場合, 不溶性 SHの割合が低下し, 逆に可溶性 SHの割合は増大する｡ 同じ傾向は, 尿素,

グアニジン塩酸などのたんぱく質変性剤を無散布葉に処理してみられる｡

そこで, 還元型グルタチオン(GSH)を薬に前処理してから, 稀薄な硫酸銅溶液あるいは少石灰式ボル

ドー液を散布すると, 無処理の場合に比べて, 全SH含量およびコ- ク酸脱水素酵素の活性は高く, 薬害

の発生は少ない｡

したがって, 少石灰式ボル ドー液を散布すると, 梅雨期の降雨により容易に多量のCuが溶出.し, それ

が案内に浸透し, SH酵素その他のたんぱく質代謝に作用して異常を生ぜしめ, この場合とくにたんばく

態N含量の低い基部薬が黄変落葉するものと思われる｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ブドウに病害予防の目的で等量ないし過石灰式のボル ドー液 (銅剤) を散布すると, 遊離石灰の鹸化作

用により幼葉に焼けを生ずるので, 普通には少石灰式が用いられている｡ しかしながら最近になって, 梶

雨期に新梢の基部葉の葉脈が黄変し落葉するのもボ/Y ド- 液の使用が原因があり, それは銅害であるとい

われはじめた｡

そこで当研究は, 新杓基部薬の黄変落葉が銅害であることを科学的に立証するとともに, 少石灰式甲ボ

ル ドー液を散布しても, 薬害の発生しない方法を兄いだそうとして行なわれたものである｡

まず, ボル ドー液の散布葉が梅雨期になり黄変落葉するときのCu含量をみると, 少なくとも150ppm

以上で, 無散布葉が 50ppm 以下なのに比べてはるかに高い｡ また, 散布葉でも遭雨すれば Cu含量は低

く, 阻害はほとんど発生しない｡

つぎに, 少石灰式ボル ドー液を散布した葉について, Cu含量の増加に伴う種々の化学物質の変化を経

時的にみると, 肥料五要素の中でもとくにN含量の低下がいちじるしく, それも不溶性Nの割合が減少し,

それに並行して全 SH その中でも不溶性 SH の含量が激減し, さらにコ- ク酸脱水素酵素の活性および

某組織の呼吸量も低下する｡

したがって, この場合の新栴基部菜の異常は, 案内での CuとSH 基の結合によるたんぱく質の変性

に基づくものと推定される｡ 事実 S-S結合の還元剤である還元塑グルタチオンをもって著を前処理して

から少石灰式ボル ド- 液を散布すると, 室内および圃場のいずれにおいても, 薬害は発生しない｡

以上のように本研究は, 果樹園芸学ならびにブドウの実際栽培の面に寄与するところが大きい0

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-754-




